
為替週間展望＝ドル円は１５１～１５３円台を軸とするもみ合いか

　　　　　　　　　　［１０月２７日からの１週間の展望］

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

　　　週間高低（カッコ内は日）　　　　　　    10 月 20 日～ 10 月 24 日

　　　　　　　始　値　　高　値　　  　安　値　     終　値　 前週比

ドル・円　　  150.43   153.06(24)    150.28(20)    152.85   +2.24

ユーロ・ドル  1.1658   1.1676(20)    1.1577(22)    1.1606   -0.0049

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

国内株・金利／米国株・金利

                   終　値　　前週末比　　　　 　　　　   　 終　値　 前週末比

日経平均株価    49,299.65    +1717.50     日本10年債利回り   1.657   +0.026

ダウ平均株価    46,734.61     +544.00     米10年債利回り     4.001   -0.008

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝

＜来週の主要経済統計等＞

２７日　独１０月ｉｆｏ景況感指数

　　　　米９月耐久財受注速報値

２８日　米８月住宅価格指数速報値

　　　　米１０月消費者信頼感指数

２９日　豪９月消費者物価指数、豪第３四半期消費者物価指数

　　　　カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利

　　　　米９月中古住宅販売成約指数

　　　　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ、２８－２９日）政策金利

　　　　パウエルＦＲＢ議長記者会見

３０日　日銀金融政策決定会合（２９－３０日）政策金利

　　　　植田日銀総裁記者会見

　　　　スイス１０月ＫＯＦ先行指数

　　　　独１０月雇用統計

　　　　独第３四半期ＧＤＰ速報値

　　　　ユーロ圏第３四半期ＧＤＰ速報値、ユーロ圏９月雇用統計

　　　　米新規失業保険申請件数、米第３四半期ＧＤＰ速報値

　　　　独１０月消費者物価指数速報値

　　　　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利

　　　　ラガルドＥＣＢ総裁記者会見

３１日　日本９月雇用統計、日本９月有効求人倍率

　　　　日本１０月東京消費者物価指数

　　　　日本９月小売業販売額、日本９月鉱工業生産指数

　　　　豪第３四半期生産者物価指数

　　　　中国１０月製造業ＰＭＩ、中国１０月サービス業ＰＭＩ

　　　　スイス９月小売売上高

　　　　ユーロ圏１０月消費者物価指数速報値

　　　　米９月個人所得・個人支出、米第３四半期雇用コスト指数

　　　　米９月個人消費支出（ＰＣＥ）価格指数

　　　　カナダ８月ＧＤＰ

　　　　米１０月シカゴ購買部協会景気指数

※米政府機関閉鎖の影響で米経済指標の一部は発表が延期となる可能性がある。

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－

【前回のレビュー】国内政局の不透明感、米中対立の行方、米国での追加利下げの可能

性などにより、ドル売り円買いの両面からドル円は軟調な動きを続けてきた。目先は１

５０円を挟んで方向性を探る動きになるとした。

　　　　

【高市首相就任でドル円は堅調推移】
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　２０日に自民党と日本維新の会が連立政権を樹立することで合意しており、２１日に

は自民党の高市総裁が首相に選出された。

　　

　市場では政局の安定や高市氏の首相就任への期待感などを背景に２０日に日経平均は

１６００円超の急騰となり、４万９０００円台に乗せて最高値を更新した。２１日には

一段高となり、連日で最高値を更新した。ただ、２２日以降は過熱感の高まりから利益

確定の売りに押されるなど、高値圏で振幅している。

　　

　ドル円は２０日には１５０円台を中心とするもみ合いとなったものの、２１日には１

５２円台前半まで上値を伸ばした。円売りの背景としては、高市首相の誕生が材料視さ

れている。積極財政政策や利上げを急がない姿勢などが円売りにつながった。この日は

日経平均が一時５万円に接近する場面もあり、株高で円安が進みやすい地合いとなっ

た。

　　

　また、日銀関係者発言として、１０月の利上げを急ぐ必要はないとの見解が示された

ことも円売りを誘った。さらにハセットNEC(米国家経済会議)委員長が、連邦政府機関

の一部閉鎖について、週末には合意がまとまるとの楽観論を示したことなどもドル円の

支えとなった。

　　

　２２日は１５１円台半ばから後半での推移が続くこととなった。２３日はいわゆる高

市トレードでドル買い円売りの動きとなって１５２円台後半まで上昇した。２４日は１

５２円台での推移を続けて、一時１５３円台に乗せた。

　　

【ＦＯＭＣや日銀会合に注目】

　１０月２８～２９日に開催される米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）では0.25％利下

げがとなる可能性が高い。ＣＭＥ　Ｆｅｄウォッチでは今回の利下げ確率は９８％前後

となっている。なお、１２月にもさらに0.25％利下げとなる確率は９８％前後となって

いる。

　　

　米政府機関の一部閉鎖に伴い、経済指標の発表がほとんどなく、金融政策の判断にも

支障が出るとの見方があるものの、米連邦準備制度理事会（ＦＲＢ）は利下げに動くと

みられる。市場では今回のＦＯＭＣでの利下げはおおむね織り込まれており、声明やパ

ウエル議長の記者会見が注目される。今後の一段の利下げに可能性に言及するようだ

と、ドル売りに傾くこととなりそうだ。

　　

　１０月２９～３０日の日銀金融政策決定会合では、利上げは見送られる可能性が高

い。今後、高市新内閣の経済政策などが打ち出される可能性が見込まれる中、新内閣の

発足直後に利上げに動いて、新政権の船出に水を差すような真似はしないとみられる。

なお、市場関係者の５０％程度が１２月に利上げに動くとみている。

　　

　今回、市場予想に反して日銀が利上げに動くようなら円高に振れそうだが、可能性は

低い。なお、植田総裁が記者会見で今後の利上げに関するヒントが出てくるようなら円

高に傾きそうだ。一方で、ハト派的なスタンスを示すようなら円安に振れることとなり

そうだ。

　　

　高市内閣の発足で国内政局の不透明感は後退した。高市トレードにより、円は売られ

やすい地合いが続くとみられる。一方で、米国では政府機関の一部閉鎖が継続してお

り、米中貿易交渉も不透明感が漂っている。米国での経済指標の多くは発表が見送られ

ている中、米中関係の不透明感もあり、ドルは上値を抑えられやすい展開となりそう

だ。ＦＯＭＣや日銀会合次第で上下に振幅する可能性もあり、１５１～１５３円台のレ

ンジを軸とするもみ合いとなりそうだ。ドル円の目先の予想レンジは、１４９．００～

１５５．００円。

　　

　日米の経済指標やイベントとしては、２７日に米９月耐久財受注速報値、２８日に米

１０月消費者信頼感指数、２９日に米９月中古住宅販売成約指数、米連邦公開市場委員

会（ＦＯＭＣ、２８－２９日）政策金利、パウエルＦＲＢ議長記者会見、３０日に日銀

金融政策決定会合（２９－３０日）政策金利、植田日銀総裁記者会見、米新規失業保険

申請件数、米第３四半期ＧＤＰ速報値、３１日に日本９月雇用統計、日本９月有効求人

倍率、日本１０月東京消費者物価指数、日本９月小売業販売額、日本９月鉱工業生産指



数、米９月個人所得・個人支出、米第３四半期雇用コスト指数、米９月個人消費支出

（ＰＣＥ）価格指数、米１０月シカゴ購買部協会景気指数などがある。なお、米政府機

関閉鎖の影響で米経済指標の一部は発表が延期となる可能性がある。

　　

【ＥＣＢ理事会では政策金利は据え置きの見通し】

　３０日の欧州中央銀行（ＥＣＢ）の理事会では政策金利は据え置きの見通し。声明や

ラガルド総裁の記者会見が注目される。１４日にラガルド総裁は、米ＣＮＢＣでのイン

タビューで、「利下げ終了とは決して言わないが、金融政策は役割を果たした」「イン

フレ見通しのリスクはかなり均衡」「ＥＣＢはデータに基づき会合ごとに判断」と述べ

ている。発言に変化がみられるかが注目される。

　　

　こうした中、ユーロドルは２１日移動平均線に上値を抑えられて、軟調な推移を見せ

ている。１．１５ドルを割り込むようだと一段安となる可能性が高まりそうだ。ユーロ

ドルの目先の予想レンジは、１．１４００～１．１７５０ドル。

　　

　２２日の英９月消費者物価指数が市場予想を下回ったことで、ポンド売りの動きとな

った。英中銀（ＢＯＥ）による利下げ期待の高まりなどからポンドドルは１．３３ドル

近辺まで下落している。５日移動平均線と２１日移動平均線に上値を抑えられて、軟調

な推移が続くとみられる。ポンドドルの目先の予想レンジは、１．３２００～１．３４

５０ドル。

　　

　今後の日米以外の経済指標は、２７日に独１０月ｉｆｏ景況感指数、２９日に豪９月

消費者物価指数、豪第３四半期消費者物価指数、カナダ銀行（ＢＯＣ）政策金利、３０

日にスイス１０月ＫＯＦ先行指数、独１０月雇用統計、独第３四半期ＧＤＰ速報値、ユ

ーロ圏第３四半期ＧＤＰ速報値、ユーロ圏９月雇用統計、独１０月消費者物価指数速報

値、欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利、ラガルドＥＣＢ総裁記者会見、３１日に豪第３

四半期生産者物価指数、中国１０月製造業ＰＭＩ、中国１０月サービス業ＰＭＩ、スイ

ス９月小売売上高、ユーロ圏１０月消費者物価指数速報値、カナダ８月ＧＤＰなどがあ

る。
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